令和３年１０月１９日　
　関係各位
岩手県高体連剣道専門部　
部長　　根　反　　　馨　
第６４回岩手県高等学校新人剣道大会開催に係る新型コロナウイルス感染防止ガイドラインについて
１　大会開催に当たって

　　本大会は、「全日本剣道連盟令和３年６月２１日付けガイドライン（以下、全剣連ガイドライン）」「全日本剣道連盟令和３年８月２日付けガイドライン（以下、大会ガイドライン）」「全国高体連剣道専門部申し合わせ事項」及び「新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的な試合審判法」の内容を遵守し、参加者全ての安全を確保しつつ実施するものである。また、本ガイドラインの作成にあたっては、令和３年９月１７日付けの「新型コロナウイルス感染症岩手緊急事態宣言の解除後の新人戦開催について」の「開催判断基準」「参加にあたっての確認事項」「大会運営にあたっての確認事項」に準じて作成するものとする。参加に当たって各校顧問は、その内容を熟読し、よく理解の上、生徒へ周知・徹底すると共に、生徒の健康を第一に考えることが最重要である。
２　全国高体連からの指示内容
（１）【特に試合者に事前に指導する事項】
	１　試合者はつば（鍔）競り合いを避ける。接触した瞬間の引き技及び体当たりからの技（発声を含む）を積極的に出す。　　つば（鍔）競り合いになった瞬間、技が出ない場合にはただちに積極的に分かれる。試合者は審判員の「分かれ」の　　宣告を待つのではなく試合者双方で分かれる努力をする。
２　意図的な時間空費や防御姿勢（勝負の回避）による相手に接近する様な行為は規則第１条に則り反則を適用する。
３　試合者は、分かれる場合は主審の「分かれ」の宣告、あるいは試合者双方で分かれる場合にかかわらず、剣先が完全　　に触れない位置までお互いに分かれる。
４　分かれる場合は剣先を開いたり、下げて分かれない。
５　分かれる場合は双方がバラバラに下がらない。双方同じ気位で互いの鎬を削るようにして分かれる。
６　相互に分かれようとしている途中に技を出さない。この場合は技を出しても有効打突とはしない。一方が分かれよう　　としている場合に追い込んで打突した場合や分かれようと見せかけて打突する行為は反則を適用する場合がある。
　　 また、分かれる途中に相手の竹刀を「叩いたり」「巻いたり」「逆交差」をしない。
 　　（審判員は状況や原因を踏まえた上で合議により判断する）
７　マスクとシールドの着用
　　マスクは、口鼻を隠し、正しく装着する。シールドに関しては、口を覆うものは必須とし、目を覆うものは自由とす　　る。


（２）延長戦の試合時間について
　「面マスクによる熱中症防止」の観点から、「従来の勝負が決するまで時間を区切らない」を廃止し、以下の通りとする。
　　ア）延長戦を４分とする。
　　イ）延長戦は、２回連続して実施し（８分間）、「休息」を２分とする。
　　ウ）原則として「休息」は、試合場内で行うこととする。
　　エ）再開し、同じく延長戦を２回実施し（８分間）「休憩」を4分とする。
　　オ）原則として「休憩」は、選手席に戻り、面小手を外して、水分補給等が可能である。
　　カ）これ以外の場面でも、試合者の体調が不安な場合は適宜休息・休憩を入れる。
３　開催判断基準、参加にあたっての確認事項について　　（※岩手県高体連の通知に準ずる）
（１）開催判断基準　　実施の可否は、以下の事項をクリアしていることを基本とし判断する。
　　ア）緊急事態宣言等が出され、本県に対し感染対策としての行動制限がかけられていないか。
　　イ）県から感染対策として県又は市町村に行動制限がかけられていないか。

　　ウ）県教委から学校生活及び部活動について、制限がかけられていないか。

　　エ）中央競技団体から示されているガイドライン等と照らし合わせ、問題がないか。

　　オ）県競技団体から開催について、承諾が得られているか。

　　カ）会場施設管理者から開催について、承諾が得られているか。

キ）なお、競技大会開催前にコロナ感染の影響により、多数辞退する学校がある場合は、大会開催について専門部で検討し
判断する。また、検討結果について高体連事務局に報告することとする。
（２）競技大会前
　　ア）大会参加にあたっては、必ず生徒本人と保護者の参加意向を確認し、その意向を尊重すること。
　　イ）参加校責任者は、参加する生徒の健康状態（検温・体調）を把握し、体調管理を徹底させること。

　　ウ）宿泊を伴わないことが望ましいが、やむを得ず宿泊を要する場合は、部員同士及び、他の宿泊客との密接を避けるなど感染防止の配慮をすること。

　　エ）競技大会参加前日（会場入り前）までに陽性者や濃厚接触者等が確認された場合の競技大会参加可否については、所属長の判断・対応とするが、保健所の指示、助言、判断がある場合それを優先する。
（３）競技大会中

　　ア）大会当日、体調不良や発熱が疑われるものが出た場合は、その該当者とチーム関係者を接触させないように隔離し、該当者を速やかに医療機関を受診させる。その際、診察結果が判明するまでは該当者を除く学校関係者は、体調管理しながら参加出来る。しかし、該当者がＰＣＲ検査を受検することになった場合は、そのチーム関係者大会出場を取りやめ、自宅待機をし、保健所の指示を待つ。
　　　　※陰性の場合は、競技大会に出場できるが、既に予定していた試合（競技）が終了していた場合は、不戦敗・棄権となる。
　　イ）大会期間中、チーム関係者内に接触者の可能性がある者や濃厚接触者が出た場合、そのチーム関係者は大会出場を取りやめ、保健所の指示を受ける。
　　　　※ＰＣＲ検査を受検した学校関係者全員が陰性の場合は、競技大会に出場できるが、既に予定していた試合（競技）が終了していた場合は、不戦敗・棄権となる。
４　大会参加の詳細な基準等について
（１）生徒の参加について
　　ア）参加出来る生徒は、「選手」「部員（選手以外の生徒）」「補助員生徒」とする。
　　イ）各校顧問は、参加について保護者から同意を得ること。　
　　　　　※得られない場合は、参加できないこととする。
　　ウ）参加の意思確認は、参加（選手・応援・補助員）同意書【様式１】を提出すること。
　　　　　※同意書は、事前に配布され、各家庭で記入・押印後、顧問がまとめて大会当日受付に提出する。
（２）生徒の健康チェックについて
　　ア）以下の場合は参加を見合わせることとする。　
　　　①来場前
　　　　・息苦しさや倦怠感、発熱などの強い症状がある場合。
　　　　・基礎疾患がある生徒で発熱や咳などの比較的軽いかぜ症状がある場合。
　　　　・味覚や嗅覚に異常が感じられる場合。
　　　　・上記のケースで濃厚接触者と思われる場合。
　　　②来場時
　　　　・体温が３７，５度以上の場合。
　　イ）大会参加確認書【様式２】の提出について
　　　①当日、各校顧問は参加生徒を検温し、【様式２】に必要事項を記入の上、【様式１】と併せて受付に提出すること。
（３）生徒以外で大会参加・来場できる者
　　ア）大会役員（外部役員を含む）
　　イ）引率者・部活動顧問（当該校教職員）
　　ウ）監督（当該校学校長より依嘱された者を含む）
　　エ）外部指導者、外部コーチ（当該校学校長より依嘱された者）
　　オ）写真業者（事前に申請のあったものに限る）
